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平成 29 年 6月度 バージョンアップ項目

＜施工図システム＞

1.NDコアの仕様の変更 斜め切りの設定追加

2.原寸型紙の工区分けに対応
3.仕口リストにジョイント（孔ピッチ）を作図
4.柱部材に軽量リップ Hを追加
5.スマートダイア 2をマスターに自動登録
6.平面ブレスがマクロコマンドで配置した梁の芯ズレに対応
7.平面ブレスの原寸結合型２のテキスト位置を変更
8.胴縁ピースの枝番の修正
9.柱図面の胴縁ピース表記の変更
10.伏図 小梁割り付け寸法編集機能追加

11.材料リストの工区一括出力設定の追加
12.柱詳細図 ダイア修正時のデータを保持する様修正

13.梁の修正 納め方向修正を追加

14.柱の製品検査表の修正
15.ベースパック Rシリーズマスタ追加
16.ハイベース NEOマスタ追加

＜胴縁システム＞

1.登録できるピース名の文字数の追加
2.実寸加工図、孔加工の追い寸の重なりに対応
3.H鋼に溶接するピースの幅を見て刃で止まるよう対応
4.ピース自動配置を胴縁の材種毎の選択に対応
5.ピースリストに角パイプの CTの出力に対応
6.抱き合わせの C形鋼使用ピースが全ての鋼材に対応
7.集計表、胴縁ピースと軸組ピースを分けて出力するよう対応
8.割付図、胴縁のクリア寸法を表示
9.軸組ピースの溶接加工に対応
10.割付図に図面枠を出力
11.図面印刷時の不具合の修正
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＜施工図システム＞

1.ND コアの仕様の変更 斜め切りの設定追加

ND コアの斜め切りに対応しました。＜梁配置＞―＜柱高さ・コア設定＞にて切断する方向を選択してください。

＜梁配置画面＞

また、以下の時にコアの高さを計算して既製品コアマスターから製品を自動で検索するようにしました。

「コア高さ＋余長×２」より長い製品の中で最もコア高さに近い製品をセットします。

1.梁の新規配置で追加した梁が取り付く柱
・コラム柱形状設定で「１１：ＮＤコア」を選択している場合

・「コア設定」でＮＤコアを選択した場合

2.勾配計算（全ての柱）
3.梁配置の「コア設定」で柱を選択

＜基準設定＞―＜ジョイント空間＞―〔コラム柱形状設定〕にて既製品コア[10：ﾌｧﾌﾞﾗｯｸｽ][11：NDコア]
から通常コアの形状に変更した際、全て既製品コアを解除できる選択画面が表示されます。
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2.原寸型紙の工区分けに対応

原寸型紙を工区ごとに出力できるようになりました。

原寸型紙作成時に工区別にチェックを入れてください。

型板集計リストも工区ごとに出力できます。
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3.仕口リストにジョイント（孔ピッチ）を作図

＜柱詳細＞―＜仕口加工表＞―＜仕口リスト出力＞―＜1ページ１タイプ＞－〔継目を作図する〕にチェックを
入れると仕口リストにジョイントが作図されます。

 ＜柱詳細＞―＜初期設定＞―＜仕口合番タイプ：1＞のときのみ、仕口リスト 1ページ 1タイプを選択でき
ます。

＜仕口加工表作成画面＞
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4.柱部材に軽量リップ Hを追加

柱部材に軽量リップ Hを追加しました。柱部材での材種記号は LLです。
軽量リップ H：LL-W幅×F幅×W厚×F厚×リップ寸法

5.スマートダイア２をマスターに自動登録

スマートダイア２を既製品ダイアのマスターに自動登録しました。
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6.平面ブレスがマクロコマンドで配置した梁の芯ズレに対応

通り（本通り、割付線）からずれた位置にマクロコマンドで作図した梁に対応しました。

7.平面ブレスの原寸結合型２のテキスト位置を変更

原寸結合型 2のテキスト表示位置を変更しました。
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8.胴縁ピースの枝番の修正

長さが２種類以上あるピースが１種類に減ったときに枝番が付かないようにしました。

9.柱図面の胴縁ピース表記の変更

Ｘ方向とＹ方向の同じ高さに違う名前のピースが配置してある場合、両方のピース名を表示するようにしまし

た。

＜柱詳細図＞

＜柱単品図＞
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10.伏図 小梁割付寸法編集機能追加

＜梁の配置＞―＜小梁寸法編集＞にて画面上および伏図の寸法線の削除を行えます。

「削除(個別)」：クリックした寸法線をひとつずつ消します。

「削除(領域)」：ドラッグで囲った寸法線



9

11.材料リストの工区一括出力設定を追加

〔全工区＜工区分けあり＞〕にすると一括で各工区ごとの材料リストを出力できます。
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12.柱詳細図 ダイア修正時のデータを保持する様修正

＜柱詳細＞―＜ダイヤ確認＞にて修正した項目を、梁の高さが変更されたあとも保持するよう修正しました。

13.梁の修正 納め方向修正を追加

＜梁の修正＞―＜納め方向修正＞にて画面に表示される矢印をクリックすると納め方向の変更ができます。

14.柱の製品検査表の修正

仕口部の長さを仕口の上の柱面から、下の柱面からの長さに変更しました。
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15.ベースパックＲシリーズマスタ追加

16.ハイベース NEO マスタ追加
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＜胴縁システム＞

1.登録できるピース名の文字数の追加

ピースの符号文字数を 10文字まで増やしました。半角文字は 10文字、全角文字は 5文字まで登録できます。

2.実寸加工図、孔加工の追い寸の重なりに対応

加工図の用紙サイズが「実寸(2段)」かつ、＜初期設定＞－＜出力設定＞－＜加工図 2＞－「孔加工の寸法線」
を【孔毎】にしている場合、追い寸が重なる箇所は引き出し線の右側に追い寸を表示します。



13

3.H 鋼に溶接するピースの幅を見て刃で止まるよう対応

ピースの幅が刃よりも大きいときに止まります。この設定は【新規】の物件から有効になります。

4.ピース自動配置を胴縁の材種毎の選択に対応
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5.ピースリストに角パイプのＣＴの出力に対応

6.抱き合わせのＣ形鋼使用ピースが全ての鋼材に対応

この設定は【新規】の物件から有効になります。
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7.集計表、胴縁ピースと軸組ピースを分けて出力するよう対応
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8.割付図、胴縁のクリア寸法を表示

＜初期設定＞－＜環境設定＞－＜図面出力 2＞－「胴縁クリア寸法」を有りに変更すると表記されます。



17

9.軸組ピースの溶接加工に対応

＜ピース編集＞―＜手動配置＞―＜軸組＞の画面に「ピースの向き」「ボルト反転」「取付寸法(奥行き方向)」

の項目を追加しました。入力枠にカーソルを移動するとガイドを表示します。
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10.割付図に図面枠を出力

図面出力の画面に「図面枠を出力する」のチェックボタンを追加しました。

図面枠の初期値は【_シグマＦ１_データ_図面枠】の中の A1をセットします。図面枠の縮尺は＜図面読込＞で
入力した縮尺を使用します。割付図は、図面枠の中央に作図します。

会社の情報は＜施工図変換＞を使用した場合のみ、＜自社名情報＞を引用します。胴縁システムのみ使用する

場合は、会社情報を記載した図面枠を指定してください。

11.図面印刷時の不具合の修正

加工図等の印刷で点線が実線になる不具合を修正しました。


